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沖縄県内の学校ビオトープで確認された

昆虫類 (チョウ目,バッタ目)の種構成

杉尾幸司*,佐々木健志**,後藤真治***

SpeciesCompositionofInsects(Lepidoptera&Orthoptera)at
SchooIBiotopesinOkinawa

KojiSUGIO,TakeshiSASAKI,ShinjiGOTO

1.はじめに

ビオ トープとは,多様な生物の生息空間として

自然生態系が成立する環境であり,その存在自体,

地域の環境保全 ･復元に大きな意味をもつ｡そう

したビオ トープを学校内に整備し,多面的で持続

的な教育活動を展開しようとするのが学校ビオトー

プの取 り組みである (谷村,1999)｡近年,自然

観察の場として学校の敷地内にビオ トープを設置

して,学校教育の中で多面的に活用しようという

試みが数多く報告されている (戸田 ･村上,1999)0

沖縄県においても,いくつかの学校ではビオトー

プの整備が行なわれているが,ビオ トープをテー

マにした教育実践はあまり見られない｡この理由

の一つに,沖縄県の自然環境の特殊性が挙げられ

る｡亜熱帯気候である沖縄県は日本本土とは異なっ

た南方系の種が多く分布しており,周りが海に囲

まれた島喚県であることから固有種も多く見られ

るなど,他府県とは異なった自然環境にある｡

ビオ トープを教育実践に活用するためには,そ

こに生息する動植物についての多様な情報が必要

である｡しかし,日本本土での知見をまとめたテ

キス トは,気候や動植物相が大きく異なる沖縄県

ではあまり参考にならない｡また,ビオ トープの

活用事例も他府県で行われた内容をそのまま参考

にすることはできない｡

このように,沖縄県で学校ビオ トープを活用し

た教育実践を進めるためには,ビオ トープに集う

生き物についての多様な情報の蓄積が必要とされ

ているが, これまで詳細な調査はなされていな

い｡そこで,学校ビオ トープで確認できる昆虫類

の基礎調査の一環として,子どもたちにとって身

近な昆虫であるチョウ目とバッタ目に関して調査

を行った｡

なお,本研究の一部は科学研究費補助金基盤研

究(B) ｢沖縄の亜熱帯環境を生かした自然科学教

育の実践的研究｣(課題番号20300261,代表 :松

田伸也)の助成を受けて行われた｡

2.方法

(1) 調査地

調査地として,以下の2カ所を設定した｡

① 風樹館ビオ トープ

琉球大学資料館 (風樹館)の敷地内に造られた

ビオ トープ｡学校教育での教材園としての利用

を想定しており,敷地内 (680m2)には,ため池

(2004年4月に造成)が 2つ,水田 (2005年11月

に造成)が 2つ (ため池と水田の合計面積は72

m2)設置され,その他チョウの食草や蜜源植物,

沖縄の文化に関わる植物などが植栽されている｡

② 牧港ビオ トープ

沖縄県浦添市立牧港幼稚園に作られたビオ トー

プで,2007年12月に造成された｡ため池型と水田

壁 (タイモを植栽)の池が 1つずつ設置されおり,

敷地面積は30m2,合計池面積は11m2である.

* 琉球大学教育学部

** 琉球大学資料館

***琉球大学教育学部 (覗 :竹富町立船浮小中学校)
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(2) 調査方法

(ヨ バッタ目の調査

風樹館ビオ トープでは,2005年4月から2008年

12月にかけて週 1回の頻度で,牧港ビオ トープで

は,2008年6月から12月にかけて月 1回の頻度で

目視観察を行った｡目視のみで種名のわからない

種に関しては採集し種同定を行った｡

また,スイービング調査を2008年 1月から12月

にかけて月2回実施した｡調査地内にスイービン

グルー トを定め毎回5分間採集した｡採集個体は,

種類と個体数を記録した後に直ちに放した｡調査

は各月の前半と後半に1週間以上の間隔を開けて

実施した｡

また,牧港ビオ トープでも同様のスイービング

調査を2008年 5月から12月にかけて各月1回行っ

た｡両調査ともスイービングには,志賀昆虫社 ･

四折式径42cmの捕虫網を使用した｡

② チョウ目の調査

風樹館ビオ トープでは,2005年4月から2008年

12月にかけて週 1回の頻度で,牧港ビオ トープで

は,2008年6月から12月にかけて月 1回の頻度で

目視観察を行った｡目視で種名のわからない種に

関しては採集し種同定を行った｡

バッタ目,チョウ目ともに分類体系および和名

や学名については,琉球列島産昆虫目録 (東ら,

2002)に従った｡また,種の同定の際には,必要

に応じて白水 (2006)を参考にした｡

3.結果および考察

(1) ビオ トープのバッタ相

確認されたバッタ目のリス トを表 1に示した｡

風樹館ビオ トープでは7科13種が確認され 牧港

ビオ トープではスイービング調査および目視調査

においてもバッタ日は確認されなかった｡風樹館

ビオ トープにおけるスイービング調査の結果4科

8種,合計975個体が確認された｡

最も多く採集されたのはタイワンツチイナゴで,

合計373個体が確認できた｡ この数は,全体の38

%に相当する｡次いでホシササキリが233個体,

タイワンハネナガイナゴが121個体,マグラバッ

タが57個体であった｡また,採集された個体数が

10個体未満の種は,ハネナガヒシバッタの仲間,

ヒシバッタの仲間,クビキリギス,オンブバッタ,

ショウリョウバッタ,マグラノミバッタ,クルマ

バッタであった｡

風樹館ビオ トープのスイービング調査において

確認数が多い3種について,個体数の季節変動を

検証した｡その結果,以下のような特徴が明らか

になった｡

タイワンツチイナゴは, 5･6月がピークの

｢一山型｣のグラフになった (図 1)｡ 10月から翌

年の3月まで極端に個体数が減少し,その後4月

から個体数が増加しはじめて,5･6月にピーク

を迎えた後, 7月から9月まである程度の個体数

を維持している｡
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図 1 スイービング調査によって採集されたタイ

ワンツチイナゴの季節変動

ホシササキリは,1月から4月にかけて個体数

が減少し, 5月から7月にかけてやや増加した後,

8月から12月に最も多くの個体がみられた (図2)0

タイワンツチイナゴと比較すると,個体数は少な

いものの年間を通して確認できる｡
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図2 スイービング調査によって採集されたホシ

ササキリの季節変動
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表 1 確認されたバッタ目の昆虫

F:風樹館ビオトープ,M :牧港ビオトープ,N:佐々木 (2004)による西原町での調査結果｡

科 名 和 名 学 名 F M N

キリギリス科

クツワムシ科

ツユムシ科

コオロギ科

マツムシ科

ヒバリモドキ科

カネタタキ科

アリツカコオロギ科

ケラ科

ノミバッタ科

ヒシバッタ科

オンブバッタ科

イナゴ科

バッタ科

オガサワラクビキリギス

クビキリギス

ホシササキリ

タイワンクツワムシ

セスジツユムシ

ダイ トウクダマキモドキ

オキナワヘリグロツユムシ

カマドコオロギ

タイワンエンマコオロギ

リュウキュウサワマツムシ(マグラコオロギ)

クロヒバリモドキ

オキナワヒバリモドキ

カネタタキ

アリズカコオロギの一種

ケラ

マダラノミバッタ

ヒメヒシバッタ

ミナミハネナガヒシバッタ

ヒシバッタの一種

オンブバッタ

アカハネオンブバッタ

オキナワモリバッタ

タイワンツチイナゴ

タイワンハネナガイナゴ

コイナゴ

ショウリョウバッタモドキ

ショウリョウバッタ

マグラバッタ

クルマバッタ

アカアシバッタ

EucoTWCePhaluspallidus

Euconocephalusuarius

Conocephalusmaculatus

Mecopodaelongata

Ducetiajaponica

Phaululadaitoensis

Psyranaryuhyuensis

GryllodessLgillatus

TeleogryllusoccLP乙talis

Cardiodactylusguttulus

Trigonidium cicL'ndeloides

Trigonidiumpallipes

Ornebiushanetatahi

MyrTneCOPhilussp.

Gryllotalpaorientalis

XyarLParia

TetT･ixTniTWr

Euparatettixhistricus

Tetrigidaesp.

Atractomorphalata

AtractoTnOrPhasinensis

Trauliaornata

Patangasuccincta

Oxyachinensis

Oxyahylaintricata

Gonistabicolor

Acridacinerea

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇 〇

AiolopusthalassinustaTnulus 0 0

GastrimargusmarTnOratuS0 0

Heteropternisrufipes 0

合計種数 16 0 24
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タイワンハネナガイナゴは, 2月に4個体確認

されたものの 1月から5月まではほとんど確認で

きなかった｡その後,6月から個体数が増加しは

じめ, 7月と9月をピークにした ｢二山型｣に変

動する傾向が見 られた (図3)0 6月から11月ま

では,個体数が維持されているが,10月から12月

にかけて減少している｡
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図3 スイービング調査によって採集されたタイ

ワンハネナガイナゴの季節変動

また,目視調査では確認されたが,スイービン

グ調査では捕獲されなかった種として,ケラ,タ

イワンクツワムシ,セスジツユムシ,ダイ トウク

ダマキモ ドキ,オガサワラクビキリギスの5種が

あげられる｡ケラは地中性の昆虫であるためスイー

ビング調査で捕獲できなかったと考えられる｡タ

イワンクツワムシ,セスジツユムシ,ダイ トウク

ダマキモ ドキ,オガサワラクビキリギスは,大型

のバッタであり飛期能力が高くスイービング調査

中にも飛んで逃げる様子が見られた｡個体数の少

ない種でもあるため,スイービング調査では確認

できなかったと考えられる｡

また,スイービングによって最も多く採集され

たタイワンツチイナゴは,その9割近くが幼体で

あった｡大型で飛糊能力が高いため成体はスイー

ビングで捕獲しにくく,移動能力の低い幼体が多

く採集されたと考えられる｡

牧港ビオ トープではバッタ目が確認されなかっ

た｡これは,敷地内に芝生を植栽しているため,

バッタ目の餌や隠れ場所となる草地が無かったこ

とが主な原因と考えられる｡

(2) ビオ トープのチ ョウ相

確認されたチョウ目のリス トを表2に示した｡

風樹館ビオ トープでは,合計8科36種が確認され

た｡そのなかには,沖縄県指定特別天然記念物で

あるフタオチョウも含まれており,蛸が確認され

ていることから繁殖していることが明らかになっ

た｡風樹館ビオ トープには21種のチョウに対応す

る食草が植えられているが,今回の調査でそのう

ち9種の繁殖が確認された｡

牧港ビオ トープでは 5科 8種が確認された｡牧

港ビオ トープでは,4種に対応する食草が植えら

れており,シロオビアゲハ,ウスキシロチョウ,

カバマダラの3種の繁殖が確認された｡

佐々木 (2004)によれば,西原町では8科42種

のチョウが確認されている｡今回の調査で風樹館

ビオ トープにおいて確認された8科38種は,ベニ

モンアゲハとクロマダラソテツシジミを除いてす

べて西原町で記録された種であった (表 2)｡

クロマダラソテツシジミは迷蝶の一種であるが,

2008年に沖縄島で大量発生しており,風樹館ビオ

トープにおいても頻繁に目撃された｡

牧港ビオ トープで確認された8種はすべて風樹

館ビオ トープと共通していた｡牧港ビオ トープで

は風樹館ビオ トープの約 1/4ほどの種数しか確

認されなかったが,調査の頻度が少なかったこと

が大きな原因と考えられる｡このほか,牧港ビオ

トープはチョウの供給源となるような環境と隣接

していないことや食草や蜜源が少ないこともその

要因の一つであろう｡

4.おわUに

谷村 (1999)は,学校内に多様な生物の生息空

間 ･ビオ トープを整備し,それを活用することに

よって ｢豊かな人間性の育成｣や ｢開かれた学校

づくり｣などの教育効果が期待できると述べてお

り,｢豊かな人間性の育成｣の具体例として ｢身

近な自然とのふれ合い体験の保証｣や ｢生態系概

念を基礎とした自然観の育成｣などを挙げている｡

また,学校ビオ トープによって,子どもたちが学

校という身近な場所で,動植物や水,土などとの

直接体験を繰り返し行うことが可能になり,我々

人間にとって自然界における ｢つながり｣を維持
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確認されたチョウ目の昆虫

:風樹館ビオ トープ,M:牧港ビオ トープ,N:佐々木 (2004)による西原町での調査結果｡

★ ･*･**の記号は風樹館ビオ トープにおいて下記の内容を確認 したことを表している｡

★ :食草を植栽している * :卵または幼虫を確認した ** :蛸または羽化殻を確認した

科 名 和 名 学 名 F M N

セセ リ チ ョウ 科

アゲハチョウ科

シロチョウ科

シジミチョウ科

テングチョウ科

マダラチョウ科

タテハチョウ科

★バナナセセリ

チャバネセセリ

ユウレイセセリ

クロボシセセリ

★オキナワビロウドセセリ*

アオバセセリ 本土亜種

オオシロモンセセリ

べニモンアゲハ

★シロオビアゲハ*

★アゲハ**

★モンキアゲハ

★ナガサキアゲハ**

★アオスジアゲハ

★ツマベニチョウ**

★ウスキシロチョウ

ナミエシロチョウ

ウラナミシロチョウ

モンシロチョウ

モンキチョウ

タイワンキチョウ

キチョウ

★ヤマ トシジミ 沖縄亜種

★イワカワシジミ**

シルビアシジミ 沖純亜種

アマミウラナミシジミ

★ウラナミシジミ

タイワンクロボシシジミ

クロマダラソテツシジミ

★テングチョウ 奄美 ･沖縄亜種

★リュウキュウアサギマダラ

★カバマグラ**

★オオゴマダラ 沖縄亜種

ツマムラサキマダラ

★アサギマダラ*

ルリタテハ トカラ列島～沖縄諸島亜種

★ツマグロヒョウモン

イシガケチョウ

リュウキュウムラサキ

★アオタテハモ ドキ

タテハモ ドキ

リュウキュウミスジ

★フタオチョウ**

★コノハチョウ

ジヤノメチョウ科 ウスイロコノマチョウ

リュウキュウヒメジャノメ 奄美沖縄亜種

Erionotatorus

Pelopidasmathiasoberthueri
BorbociTmara

SuastusgermiusgerTnius
HasorachT･OTnuSinermis

ChoaspesbenJaminuJaponica

Udaspesfolus

PachlioptaaT･istolochiaeinterposita

Papiliopolytespolytes

Papilioxuthus

PapiliohelenusTu'cconicolens

PapilioTnemTWnthunbergu

GraphiuTnSarPedonnlPPOnuTn

HebomoiaglaucIPPeliuhiuensis

CatopsilL'apoTnOnaPOmOna

App乙aSPaulinaminato

CatopsilL'apyranthe

ArtogelaT･aPaeCruCiuora

ColiasCratepoliographys
Euremablandaarsahia

Euremahecabehecabe

PseudoziZeeT･iamahaohinaLuana

ArtlPeeryXOhinaluana
Zizinaotisriuhuensis

Nacadubahurauaseptentrionalis

LaTnPidesboetieus

MegL'sbamalaya

Chiladespandauapandaua

LibytheaceltisamaTniana

IdeopsLSSimilissimilis

AnosiachrysLPPuSChrysLPPuS
Idealeuconoeclara

Euploeamulciberbarsine

ParanticasitaniphoTu'Ca
Kanishacanaceishima

Argyreushyperbiushyperbius

Cyrestisthyodamasmabella

Hypolimnasbolina

Junoniaorithya
JunoTu'aalTnana

Neptishylasluculenta

PolyuraeudamtppusweismaTmi
KalliTnainachuseucerca

Melanitisledaleda

○

〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
MycalesismadjicosaamaTniana 0

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

合計種数 38 8 43
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していくことが重要であるということを理解する

ことにつながっていくと指摘している｡

本調査は,学校ビオ トープに生息する昆虫を明

らかにし,自然観察学習の場として学校ビオ トー

プを活用する試みの一環として行われた｡調査は

始まったばかりであり,学校ビオ トープの教材開

発を進めるためには今後より詳細な研究が必要で

あるが,本報の結果は,チョウやバッタに関する

基礎的な資料として活用していただけると思う｡

バッタやチョウは,校外の森林はもとよりビルに

囲まれた都市に点在する緑地でも観察でき,小学

校の教科書にも登場する子どもたちに身近な昆虫

である｡本報の結果を理科や総合的学習の時間な

どにおいて参考にしていただけたら幸いである｡
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